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ま
ず
対
話
！

と
に
か
く
対
話
で
、
総
対
話
！
』

―
訪
問
・
対
話
で
、
す
べ
て
の
仲
間
と
つ
な
が
ろ
う
―
と
い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
仲
間
を
増
や
す
目
標
の
追
求
だ
け
で
は
な
く
、
分

会
に
出
て
く
る
人
を
集
め
る
、
探
す
、
増
や
す
、
つ
な
が
り
強
化
も

目
指
し
訪
問
行
動
を
進
め
よ
う
と
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
新

聞
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
結
果
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
10

月
18
日
時
点
で
75
人
の
仲
間
が
月
間
中
に
新
た
に
加
入
し
ま
し
た
。

2
カ
月
に
渡
る
拡
大
行
動
で
対
象
者
訪
問
や
事
業
所
訪
問
な
ど
「
拡

大
の
総
仕
上
げ
」
は
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず

奮
闘
し
た
役
員
・
活
動
家
の
皆
さ
ま
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
全

分
会
掲
載
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
仲
間
と
仲
間
を
繋
ぐ
分
会

の
取
り
組
み
を
写
真
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【
東
砂
・
社
会
保
障
対
策
部

長

髙
木

仁
実
】

い
つ
も
予
算
要
求
ハ
ガ
キ

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
社
会

保
障
対
策
部
は
、
建
設
国
保

の
育
成
・
強
化
に
向
け
①
医

療
費
・
経
費
の
増
嵩
分
を
含

む
現
行
水
準
を
確
保
す
る
こ

と
②
特
定
健
診
・
保
健
指
導

に
対
す
る
補
助
の
拡
充
と
が

ん
対
策
事
業
へ
の
財
政
支
援

を
行
う
こ
と
③
建
設
国
保
を

育
成
・
強
化
す
る
こ
と
を「
3

つ
の
柱
」
と
し
て
、
様
々
な

行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。国

会
議
員
や
都
議
会
議
員

へ
の
賛
同
署
名
行
動
も
そ
の

一
つ
で
す
。
9
月
24
日

（
水
）
、
東
京
都
議
会
の
開

会
日
行
動
に
合
わ
せ
、
東
京

都
庁
へ
江
東
区
選
出
の
都
議

会
議
員
を
訪
問
し
、
そ
の
場

で
3
名
の
都
議
会
議
員
か
ら

賛
同
署
名
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。現

在
、
財
務
省
あ
て
の
予

算
要
求
ハ
ガ
キ
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
江
東
支

部
の
回
収
率
1
0
0
％
を
目

指
し
て
、
仲
間
の
皆
さ
ん
と

家
族
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

秋
の
組
合
員

拡
大
！

都
議
会
議
員
の
皆
さ
ん

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

さんのへあや都議
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実 川 英 治

命
の
綱
、建
設

国
保
を
守
ろ
う

命
の
綱
、建
設

国
保
を
守
ろ
う

新
入
学
祝
金
、入
院
見
舞
金
…
申
請
で
き
ま
す
！

山崎一輝都議

35人参加で
賑やかに楽しく！
深7分会は

屋形船で対話！

35人参加で
賑やかに楽しく！
深7分会は

屋形船で対話！

青年部長も
積極的に！
大島分会は

全組合員と対話！

青年部長も
積極的に！
大島分会は

全組合員と対話！

高橋巧都議

江
東
支
部

11月5日（水）書記局会議のた
め、午後休館します。ご了承く
ださい。

◆事務所休館のお知らせ◆

ワンちゃんも
大歓迎！
南砂分会は
訪問で対話！

ワンちゃんも
大歓迎！
南砂分会は
訪問で対話！
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【
深
七
・
中
尾
正
文
】

参
百
年
以
上
効
果
が
あ
る

徳
川
幕
府
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

は
、
忠
義
の
美
談
で
す
が
、

現
実
社
会
は
「
や
っ
て
ら
れ

る
か
」
の
人
達
も
い
る
わ
け

で
す
。

百
年
も
経
っ
た
文
化
文
政

時
代
（
徐
々
に
幕
末
：
ペ
リ

ー
来
航
ま
で
30
年
）
南
北
は

武
士
の
世
の
意
識
変
化
を
感

じ
な
が
ら
、
上
演
形
式
に
工

夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。

一
日
目
：
昼
の
部
で
『
忠

臣
蔵
』の
大
序
か
ら
六
段
目
、

午
後
の
部
で
『
四
谷
怪
談
』

の
序
幕
か
ら
「
隠
亡
堀
」
ま

で
を
上
演
。

二
日
目
：
昼
の
部
で
『
四

谷
怪
談
』
の
「
隠
亡
堀
」
を

な
ぞ
ら
え
な
が
ら
大
詰
め

（
五
幕
）
、
午
後
の
部
で
『
忠

臣
蔵
』
の
七
段
目
か
ら
十
一

段
目（
討
ち
入
り
）を
上
演
。

こ
の
形
式
は
、
表
の
物
語

で
あ
る
「
忠
義
の
物
語
（
忠

臣
蔵
）
」
の
裏
側
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
、
浪
人
の
困
窮
や

欲
望
、
悲
劇
を
描
く
「
裏
の

物
語
（
四
谷
怪
談
）
」
と
し

て
、
両
作
品
の
世
界
観
を
対

比
的
に
見
せ
る
狙
い
が
あ
り

ま
し
た
。

登
場
人
物
は
、
お
岩
の
妹

の
お
袖
（
地
獄
宿
の
お
も

ん
）
、
許
嫁
与
茂
七
、
直
助

（
実
は
奥
田
正
三
郎
を
殺
し

た
が
与
茂
七
と
思
い
込
ん
で

る
）
は
、
養
父
と
姉
と
与
茂

七
殺
し
の
仇
を
打
っ
て
や
る

と
お
袖
に
近
づ
く
、宅
悦（
地

獄
宿
の
按
摩
）
。
話
の
本
旨

は
、
お
袖
、
与
茂
七
、
直
助

の
三
角
関
係
で
あ
る
。

お
袖
は
、
与
茂
七
の
仇
を

直
助
に
打
っ
て
も
ら
う
た

め
、
偽
り
夫
婦
な
る
も
同
居

し
て
い
た
が
、
直
助
に
、
よ

り
真
剣
に
あ
だ
を
討
っ
て
も

ら
お
う
と
、
前
々
か
ら
求
め

ら
れ
て
い
た
の
で
結
局
情
を

か
わ
し
た
。
そ
こ
に
「
お
そ

か
り
し
由
良
助
」
（
「
仮
名

手
本
忠
臣
蔵
」
の
大
星
由
良

助
＝
大
石
内
蔵
助
）
な
ら
ぬ

佐
藤
与
茂
七
が
現
れ
る
。
死

ん
だ
と
思
っ
て
い
た
お
袖
は

び
っ
く
り
。
お
袖
は
「
夫
」

を
二
人
持
っ
た
こ
と
に
な

る
。
一
方
へ
の
忠
義
は
他
方

へ
の
不
忠
に
な
る
。
ど
の
よ

う
に
誠
実
に
振
る
舞
っ
て

も
、
道
徳
的
な
正
当
性
は
得

ら
れ
な
い
。
解
決
す
る
た
め

に
は
、
自
己
を
抹
殺
す
る
し

か
な
い
の
か
、
と
。

「
あ
か
り
を

消
す
の
を
合
図

と
定
め
」
ふ
た

り
の
男
に
相
手

を
殺
す
合
図
と

し
て
ち
ゃ
ん
と

言
っ
た
の
で
、

こ
の
「
消
す
の

が
合
図
に
な

る
」
。
屏
風
の

裏
の
布
団
に
入
っ
た
お
袖

は
、
火
を
消
し
な
が
ら
「
こ

れ
が
こ
の
世
の
…
」
と
つ
ぶ

や
い
た
。真
っ
暗
な
中
で
、二

人
は
左
右
か
ら
刺
し
た
。
再

度
と
ど
め
を
刺
そ
う
と
し
た

と
き「
月
」が
で
た
。
お
袖
は

苦
し
い
息
の
元
で
、
経
緯
を

か
た
る
。
直
助
、
お
袖
の
兄

で
あ
る
と
知
り
、
兄
妹
で
情

交
の
悔
や
み
。
槍
一
筋
の
親

は
、
侍
。
そ
の
子
は
畜
生
で

主
殺
し
、
末
世
に
残
る
直
助

権
兵
衛
、
で
あ
っ
た
。
場
所

は
、深
川
三
角
屋
敷
で
あ
る
。

（
「
四
谷
怪
談
地
誌
」
塩

見
鮮
一
郎
著
河
出
書
房
新
社

刊
を
引
用
し
ま
し
た
。
）

【
亀
戸
・
菅
野

元
淑
】

「
も
う
限
界
・
平
和
と
社

会
保
障
を
立
て
直
せ
！
い
の

ち
ま
も
る
そ
う
行
動
」
集
会

が
、
9
月
25
日
に
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
に
お
い
て
、
約
2

2
0
0
人（
支
部
か
ら
6
人
）

の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。主

催
者
あ
い
さ
つ
、
日
本

医
労
連
の
佐
々
木
悦
子
委
員

長
は
、
軍
事
費
が
過
去
最
高

を
更
新
す
る
一
方
で
医
療
・

社
会
保
障
費
は
抑
制
さ
れ
続

け
、
医
療
機
関
や
介
護
事
業

所
の
倒
産
が
過
去
最
多
に
な

っ
て
い
る
と
指
摘
。
与
党
が

少
数
に
な
っ
て
も
、
医
療
費

4
兆
円
削
減
が
狙
わ
れ
、
病

床
削
減
が
進
め
ら
れ
る
な

ど
、
「
国
民
の
命
が
軽
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
怒
り
し
か

感
じ
な
い
。
私
た
ち
1
人
ひ

と
り
が
声
を
上
げ
、
国
民
第

一
の
政
治
に
転
換
さ
せ
よ

う
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ

ー
」の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
や
小
泉
元

首
相
な
ど
を
マ
ネ
た
政
治
漫

談
で
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

国
会
議
員
の
激
励
あ
い
さ

つ
、
参
加
団
体
の
リ
レ
ー
ト

ー
ク
と
続
き
、
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
満
場
の
拍
手
で
採
択
し

ま
し
た
。

集
会
後
、
「
ケ
ア
労
働
者

の
賃
金
を
上
げ
ろ
」
「
社
会

保
障
費
を
ふ
や
せ
」
「
従
来

の
健
康
保
険
証
を
な
く
す

な
」
「
高
額
医
療
費
制
度
改

悪
を
撤
回
せ
よ
」
「
い
の
ち

を
ま
も
れ
」
「
憲
法
改
悪
反

対
」
「
格
差
と
貧
困
を
な
く

せ
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
あ
げ
て
、
銀
座
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。

【
大
島
・
寺
内

博
】

秋
の
澄
み
切
っ
た
空
が
、

ど
こ
ま
で
も
高
く
広
が
っ
て

気
持
ち
の
良
い
好
天
に
恵
ま

れ
た
9
月
28
日
（
日
）
、
毎

年
恒
例
の
喜
楽
会
日
帰
り
旅

行
が
開
催
さ
れ
、
35
人
の
仲

間
が
参
加
し
ま
し
た
。

支
部
会
館
に
集
合
し
、
バ

ス
に
乗
り
込
ん
だ
参
加
者
た

ち
は
、
首
都
高
速
か
ら
横
浜

横
須
賀
道
路
を
走
り
、
三
浦

半
島
の
城
ヶ
島
へ
向
か
い
ま

し
た
。
3
6
0
度
を
ぐ
る
り

と
海
を
見
渡
せ
て
、
雄
大
な

パ
ノ
ラ
マ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
岩
場
、
優
し
く
鳴
く
海
鳥

の
声
、
波
音
と
自
然
に
包
ま

れ
て
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
な
が
ら
城
ヶ
島
を
散
策

し
ま
し
た
。

昼
食
は
明
治
41
年
創
業
の

三
崎
館
本
店
。
歴
史
あ
る
佇

ま
い
と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

が
魅
力
の
老
舗
で
す
。

食
事
の
後
は
長
井
海
の
手

公
園
ソ
レ
イ
ユ
の
丘
へ
。
相

模
湾
、
伊
豆
大
島
、
富
士
山

な
ど
を
眺
望
で
き
る
絶
景
、

季
節
ご
と
に
変
わ
る
花
畑
、

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
大
型

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
パ
ー
ク
な
ど

誰
も
が
遊
び
楽
し
み
尽
く
せ

る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
パ

ー
ク
。
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
散
策
し
ま
し
た
。

散
策
後
、
名
残
を
惜
し
み

つ
つ
三
浦
半
島
を
後
に
、
東

京
へ
の
帰
途
に
つ
き
ま
し

た
。
帰
り
の
車
内
で
は
抽
選

会
が
お
こ
な
わ
れ
、
景
品
が

当
た
っ
た
人
は
大
喜
び
で
し

た
。
宇
野
会
長
は
、
健
康
教

室
の
参
加
協
力
と
、
秋
の
会

員
拡
大
目
標
達
成
に
向
け
て

ガ
ン
バ
ロ
ウ
と
参
加
者
へ
呼

び
か
け
ま
し
た
。

【
労
働
対
策
部
よ
り
】

9
月
26
日
（
金
）
東
陽
町

駅
前
に
て
、
東
京
メ
ー
カ
ー

訴
訟
第
14
回
期
日
に
あ
わ
せ

た
「
被
害
者
へ
の
賠
償
、
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
の
根
絶
を
訴

え
る
宣
伝
行
動
」
を
お
こ
な

い
、
9
人
が
参
加
、
チ
ラ
シ

と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
ま

し
た
。

8
月
7
日
東
京
高

裁
で
1
陣
・
2
陣
訴

訟
に
お
い
て
建
材
メ

ー
カ
ー
と
の
間
で
も

和
解
が
成
立
、
初
め

て
原
告
へ
の「
謝
罪
」

を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
屋
外

・
改
修
解
体
作
業
者

に
対
す
る
建
材
メ
ー

カ
ー
の
責
任
に
つ
い
て
否
定

し
て
お
り
、
今
回
の
和
解
の

対
象
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
被
害
者
を
選
別
す
る
不

当
な
判
決
を
是
正
さ
せ
る
た

め
、
屋
外
・
改
修
解
体
作
業

者
は
判
決
を
選
択
し
て
い
ま

す
。
後
続
の
裁
判
で
新
し
い

証
拠
、
証
人
喚
問
を
経
て
、

こ
の
不
当
な
判
決
を
覆
す
こ

と
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま

す
。

2
0
1
7
年
4
月
〜

2
0
2
1
年
3
月
ま

で
、
江
東
支
部
執
行
委

員
長
を
つ
と
め
ま
し
た

大
木
栄
一
さ
ん
が
10
月

7
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
（
享
年
66
歳
）

心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命ををををををををををををををををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命命ををををををををををををををををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

喜
楽
会
㏌
三
浦

喜
楽
会
㏌
三
浦

喜楽会はいつも元気に活動中

絶
景
楽
し
み
散
策

〜「
三
角
屋
敷
の
三
角
関
係
」〜

不当な判決を是正させよう！不当な判決を是正させよう！
アスベスト被害根絶！

【
訃
報
】

本当に「もう限界」です

なくせ！アスベスト被害

笑
事

（
第
●
回
）

第
九
回

第
九
回
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